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第１６８回教育研究評議会議事要録 

 

１ 日   時  平成２９年９月２２日（金）１３：３１～１５：４３ 

 

２ 場   所  事務局第１会議室 

 

３  議   事 

(1) 長崎大学におけるヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する規則の一部改正について 

  理事（研究担当）及び吉浦原爆後障害医療研究所教授から，資料１に基づき，ヒトゲノム・

遺伝子解析研究に関する倫理指針（平成１３年３月文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示

第１号）の一部改正並びに本学のヒトゲノム・遺伝子解析研究のより適正な実施を図るための

教育及び研修に関する規定を整備するため，所要の改正を行う旨の説明があり，審議の結果，

長崎大学におけるヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する規則の一部改正が了承された。 

 

 (2) 長崎大学ヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理審査委員会規程の一部改正について 

理事（研究担当）及び吉浦原爆後障害医療研究所教授から，資料２に基づき，ヒトゲノム・

遺伝子解析研究に関する倫理指針（平成１３年３月文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示

第１号）の一部改正に伴い，長崎大学ヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理審査委員会の組織を見

直すため，所要の改正を行う旨の説明があり，審議の結果，長崎大学ヒトゲノム・遺伝子解析

研究倫理審査委員会規程の一部改正が了承された。 

 

(3) 長崎大学生物災害等防止安全管理規則の一部改正について 

理事（研究担当）から，資料３－１及び資料３－２に基づき，病原体等のより厳正かつ適

正な取扱い及び管理に資する観点から本学の生物災害防止体制を見直すため，長崎大学生物

災害等防止安全監視委員会の任務を見直し，安全な管理運営に関する実質的な機関への変更

及び名称を変更すること，病原体等の取扱いの実施状況等を査察・監視する長崎大学生物災害

等防止安全監視委員会を設置すること，病原体等取扱主任者を補佐する病原体等取扱副主任

者を設置すること及び教育訓練の受講義務を規定すること等，所要の改正を行う旨の説明が

あり，審議の結果，長崎大学生物災害等防止安全管理規則の一部改正が了承された。 

    

(4) 長崎大学生物災害等防止安全運営委員会規程等の制定について 

  理事（研究担当）から，資料４－１及び資料４－２に基づき，長崎大学生物災害等防止安全

運営委員会等の任務，組織，運営等に関し必要な事項を定めるため，長崎大学生物災害等防

止安全運営委員会規程及び長崎大学生物災害等防止安全監視委員会規程を制定することにつ

いて説明があり，審議の結果，原案どおり了承された。 

 

(5) 長崎大学研究用微生物安全管理要領の一部改正について 

   理事（研究担当）から，資料５に基づき，本要領における対象となる微生物を明確にするこ

と，長崎大学生物災害等防止安全管理規則の一部改正に伴い長崎大学生物災害等防止安全委員

会を長崎大学生物災害等防止運営委員会に改めること等，所要の改正を行う旨の説明があり，

審議の結果，長崎大学研究用微生物安全管理要領の一部改正が了承された。 
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(6) 特別研究員（ＰＤ）終了後の雇用制度について 

  理事（研究担当）から，資料６に基づき，特別研究員（ＰＤ）終了後の雇用に関して、支援

期間を５年とすること，採用人数を年度ごとに１名までとすること，平成３２年度より開始す

ること等基本方針を定めることについて説明があり，併せて公募要領，選定要領，推薦調書等

の提案があり，審議の結果，了承された。 

  

(7) 平成３０年度以降の医学部入学定員について 

  医学部長から，資料７に基づき，平成２１年度の緊急医師確保対策により認可された医学部

医学科の入学定員の増員（５名）は平成２９年度で終了するが，地域の医師確保の観点から，

平成３０年度より，地域医療特別枠の入学定員５名増加の申請を行うことについて説明があり，

審議の結果，了承された。 

 

(8) 長崎大学先端創薬イノベーションセンター規則の一部改正について 

   理事（研究担当）から，資料８に基づき，先端創薬イノベーションセンターが，文部科学省

で採択された創薬ＰＦ（プラットホーム）事業の活動を引き継ぐにあたり，より円滑な運営に

資する観点から，同センターの組織改編を行うため，所要の改正について説明があり，審議の

結果，了承された。 

 

(9) 学生の懲戒処分について 

  （学生の個人情報を含む審議事項であるため非公開） 

 

(10) 長崎大学学部横断型特別教育プログラム「長崎グローバル＋コース」規程の一部改正に 

ついて 

   理事（国際・附置担当）から，資料１０に基づき，長崎グローバル＋コースが本年１０月 

から第３期目を迎えることに伴い，これまでの当コース運営上の課題を解消するため，協議

委員会の組織の見直し，授業科目の構成及び修了要件の単位数変更等，所要の改正について

説明があり，審議の結果，了承された。 

 

(11) 国立大学法人長崎大学と公益財団法人東洋文庫との包括連携に関する協定の締結について 

   多文化社会学部長から，資料１１に基づき，国立大学法人長崎大学と公益財団法人東洋文庫

との包括連携に関する協定の締結について説明があり，審議の結果，了承された。 

 

(12) 国立大学法人長崎大学と大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立歴史民俗博物館との

包括連携に関する協定の締結について 

   多文化社会学部長から，資料１２に基づき，国立大学法人長崎大学と大学共同利用機関法人

人間文化研究機構国立歴史民俗博物館との包括連携に関する協定の締結について説明があり，

審議の結果，了承された。 

なお，協定の有効期間についての質問があり，具体的な有効期間は設けない旨の回答があっ

た。 
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(13) 執行部の交代に伴う学内規則等の改正について 

   理事（財務担当）から，資料１３－１から資料１３－６に基づき，学長，理事，副学長等

の交代に伴い，関係する規則，規程，要項等を一部改正することについて説明があり，審議

の結果，了承された。 

 

４  報告事項 

(1) 新執行部体制について 

   学長から，資料１４に基づき，河野次期学長を始めとする新執行部体制について報告があ

った。 

 

(2) 学内共同教育研究施設長等について 

   学長から，資料１５に基づき，１０月からの学内共同教育研究施設長等について報告があっ

た。 

 

(3) 平成２８年度第３期中期計画における全学的達成指標等に対する部局等の達成状況評価に

ついて 

    理事（研究担当）から，資料１６に基づき，第３期中期目標・計画において，各部局等の中

期計画の達成指標に基づいた評価を行い、とりまとめた達成状況等について報告があり，達成

に向けての協力依頼があった。 

 

(4)「長崎大学における防犯カメラの管理及び運用に関する規則」の制定について 

   理事（財務担当）から，資料１７に基づき，長崎大学における防犯カメラの管理及び運用に

関する規則の制定について，前回の本会議において，警備上の観点から設置場所を表示するこ

とが好ましくない場合もあるとの意見があり，当該意見を踏まえて再検討を行った結果，第１

１条において，「設置場所を明記して」との文言を削除した旨の報告があった。 

 

(5) 長崎大学地方創生活動支援金要項の制定について 

副学長（学生担当）から，資料１８に基づき，前回の本会議において，誓約書の文言を再検

討することを条件に了承されていた長崎大学地方創生活動支援金要項の誓約書の文言について，

再検討の結果，「長崎県内の企業等に就職する」を「卒業後は，長崎県内の企業等に就職する

等，地方創生に貢献する」へ変更した旨の報告があった。    

   

(6) 高度安全実験（ＢＳＬ－４）施設に関する基本構想について 

副学長（ＢＳＬ－４施設設置計画担当）から，資料１９－１から資料１９－４に基づき，「長

崎大学の感染症研究拠点の中核となる高度安全実験（ＢＳＬ－４）施設の基本構想」について   

報告があった。 
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(7) 「長崎大学におけるダイバーシティ推進の基本方針」に基づく各部局行動計画及び数値目標

の集計結果について 

学長から，資料２０に基づき，６月２３日開催の本会議において了承された「長崎大学にお

けるダイバーシティ推進の基本方針」に基づき，各部局で設定された行動計画及び数値目標に

ついて報告があった。 

 

 

以上 


